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１．はじめに 

シミュレーションは様々な分野で使用されて

いる.防衛分野におけるシミュレーションでは主

に教育訓練及び作戦運用研究に使用され,装備品

の研究開発用にも使用される.教育訓練では隊員

の練度の向上を,作戦運用研究では損耗状況や兵

站の評価を対象としている.研究開発用ではエン

ジンや電装系のようなコンポーネントレベル,そ

れらを組み合わせて車両,航空機及び誘導武器の

ようなシステムレベルの機能評価を対象として

いる.従来,戦闘環境において得られる情報は

個々の部隊や装備品が持つセンサだけであり情

報共有に関して限定的であったが,近年の戦闘環

境において複数のシステムがネットワークに連

結することにより情報共有が可能となり,限定的

だった情報を戦域全体に拡大できるようになっ

た.このような情報共有から戦力を適切な場所に

集中できるようになり,それによる戦果への顕著

な効果を得られる事例も出ている[1].このよう

に複数システム間の情報共有による効果の検討

及びこれらを含めたコンセプト評価が重要化し

ており,検討手段として装備品の統合化されたシ

ミュレーションの必要性も増大した.一方,防衛

用途シミュレーションでは再利用性,システムの

柔軟性及び認知度の高さから IEEE Std 1516 で

規定される HLA(high Level Architecture)[2]に

準拠しているものが多く,代表的なものとして米

軍において使用する OneSAF, JCATS[3]といった

シミュレーションがある.しかし,これらシミュ

レーションは作戦運用立案を目的としたもので

あり,防衛装備品の研究開発における機能・性

能・コンセプトの検討及び評価を目的としたシ

ミュレーションは存在していなかった.そこで, 

HLA に基づく RTI(Run-Time Infrastructure)を

用いて複数のシステムが連携することによる効

果を評価するための統合化したシミュレーショ

ンを開発したので報告する. 
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２．統合シミュレーションについて 

防衛省技術研究本部先進技術推進センターで

は, 装備品の統合化シミュレーションとして陸

海空の大規模な仮想空間上で想定される戦闘シ

ナリオを作成し,その中で対象とするシステムの

機能・性能・コンセプトの検討や評価を実施可

能なシミュレーション統合システム及び統合防

空システムシミュレーションを開発した. 

シミュレーション基盤ソフトウェアとして採

用した RTI は実行速度を重視して独自開発した

技本 RTI64 を使用した.シミュレーションに登場

する航空機や艦船といった各システムは HLA の

データフォーマットである FOM(Federation 

Object Model)を基礎として,プラットフォーム

モデル及び各種部品モデルにより構成される. 

モデルの組み合わせにより存在しないシステム

も作成可能である.シミュレーション統合システ

ムでは,陸海空のシステムとして諸元をデータベ

ース化してシミュレーションに直ちに使用可能

なようにしている. 統合防空システムシミュレ

ーションは防空に関して特化することで,一部モ

デルを精緻化している. 

この 2 つのシミュレーションはシミュレーシ

ョンの専門家でなくとも簡易に使用できるよう

に, シナリオ作成及びモデル作成を GUI 操作に

より可能としている. シミュレーションは実施

結果を視覚的に確認できるように平面及び鳥瞰

表示可能としている. 

３．シミュレーション実験 

３．１ 実験条件 

複数のシステムを連携することによる効果を

確認可能な図 1 に示すシナリオにより実験を行

う. A チームは艦艇 3 隻,旗艦 1 隻,滞空型センサ

1 機からなる. B チームは戦闘爆撃機 1 機,ステ

ルス機 1 機からなる. B チームは 2 機の各航空機

が装備している ASM(Air to Surface Missile)3

発を使用して旗艦を攻撃する. A チームの艦艇,

旗艦及び滞空型センサはレーダにより ASM,戦闘

爆撃機及びステルス機を探知し,艦艇が装備する

SAM(Surface to Air Missile)により対処する.

ここでは,滞空型センサの有無による戦況の変化

をみる.なお,複数のシステムが連携した場合の

効果を定量的に確認するために,滞空型センサの

性能はステルス機探知可能な程度に高性能とす
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る. 

 

 
図 1 評価シナリオの概要 

 

３．２ 実験結果 

対処時間の観点から解析する.図 3 に戦闘爆撃

機への対処時間を示す. 
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図 2 戦闘爆撃機対処時間 

 

縦軸にイベント,横軸に経過時間を表す. 滞空

型センサなしの場合は艦艇のレーダにより目標

を探知して迎撃する.滞空型センサありの場合は

滞空型センサにより目標探知し,その情報をもと

に艦艇が迎撃する.滞空型センサありの場合はな

しの場合よりも艦艇による SAM 対処開始時間が

大幅に短縮されたことがわかる. 

次に迎撃位置の観点から解析する.図 4 に艦艇

が対処した位置を示す.縦軸に緯度,横軸に経度

を表す.滞空型センサなしの場合はステルス機を

探知できず, ASM により攻撃される状況になる.

滞空型センサありの場合はより遠方から目標を

探知でき,艦艇による迎撃もより遠方で可能とな

る. 

また, ステルス機探知ができることによる、

ステルス機対処が可能となり, ASM 発射前に迎撃

可能となる.  

３．３ 考察 

滞空型センサありの場合はない場合よりも, 

艦艇による SAM 迎撃開始可能時間が短縮され,迎

撃位置はより遠方である.よって,滞空型センサ

の有無による顕著な戦果の違いが得られたこと

から,複数システムが連携することによる効果が

確認できた.さらに本報告では示してないが,対

象システムの機能・性能に関しても他のシナリ

オを実施し,顕著な変化を確認している. 

以上より,このシミュレーションを使用するこ

とにより,機能・性能・コンセプト評価に使用可

能であると考えられる. 
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図 3 艦艇対処位置 

 

４．まとめ 

防衛省技術研究本部では, 防衛装備品の研究

開発における機能・性能・コンセプトの検討及

び評価を目的とした統合シミュレーションとし

て,シミュレーション統合システム及び統合防空

システムシミュレーションを開発した. これら

シミュレーションは陸海空の大規模な仮想空間

上で想定される戦闘シナリオを作成し,その中で

対象とするシステムの機能・性能・コンセプト

の検討や評価が可能である. このシミュレーシ

ョンを使用し, 複数のシステムが連携すること

による効果の検討の可否に関してシミュレーシ

ョン実験により可能であることを確認した. 

今後の課題として,シナリオに登場するシステ

ムが多くなるにつれて,シナリオ設定への労力が

大きくなると考えられる.この点を緩和できるよ

うな手法を検討する必要があると考えられる. 
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